
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

王陽明思想の一考察

李, 鳳全
九州大学大学院

https://doi.org/10.15017/18125

出版情報：中国哲学論集. 17, pp.35-50, 1991-10-10. 九州大学中国哲学研究会
バージョン：
権利関係：



王
陽
明
思
想
の
一
考
察

李

鳳
　
全

　
王
陽
明
思
想
の
成
立
と
展
開
に
つ
い
て
、
彼
の
門
人
で
あ
る
銭
徳
洪
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か

　
　
先
生
の
学
は
、
凡
そ
三
冬
す
。
そ
の
数
た
る
や
、
亦
た
三
変
す
。
少
き
時
、
辞
章
に
馳
逸
す
。
已
に
し
て
二
氏
に
出
入
す
。
継
い
で

　
　
す
な
わ
ち
夷
に
居
り
困
に
処
し
て
、
空
然
と
し
て
聖
賢
の
旨
を
得
る
あ
り
。
こ
れ
不
変
し
て
道
に
至
れ
る
な
り
。
貴
陽
に
居
り
し
時
、

　
　
は
じ

　
　
留
め
て
学
者
と
知
行
合
一
の
説
を
為
す
。
溝
陽
よ
り
後
、
多
く
学
者
を
し
て
静
坐
せ
し
む
。
江
右
よ
り
以
来
、
始
め
て
致
良
知
の
三

　
　
字
を
単
二
し
、
本
体
を
直
指
し
て
、
学
者
を
し
て
言
下
に
悟
る
こ
と
あ
ら
し
む
。
こ
れ
教
も
亦
た
三
変
せ
る
な
り
。
　
（
『
王
文
成
公

　
　
全
書
』
「
刻
文
録
序
説
」
。
以
下
『
王
文
成
公
全
書
』
を
『
全
書
』
と
省
略
す
る
）

　
右
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
王
陽
明
思
想
の
成
立
・
展
開
は
次
の
筋
道
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
辞
章
よ
り
仏
老
の
学
に
、
そ
し
て
早

老
よ
り
自
己
の
哲
学
の
成
立
に
至
る
。
こ
れ
を
「
学
の
三
変
」
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
教
も
三
過
し
て
い
る
。
知
行
合
一
よ
り
静
坐

に
、
そ
し
て
静
坐
よ
り
「
致
良
知
」
に
至
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
王
陽
明
の
思
想
と
教
学
の
特
徴
が
表
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
、
黄
宗
義
は
も
っ
と
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
は
や
や
長
い
が
、
陽
明
思
想
の
特
徴
を
明
ら
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
次
に
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も

　
　
先
生
の
学
は
、
始
め
詞
章
に
澄
卑
し
、
継
い
で
考
亭
の
書
を
偏
読
し
、
序
に
循
っ
て
物
に
格
る
も
、
顧
う
に
物
の
理
と
吾
が
心
と
終

　
　
に
判
か
れ
て
二
と
為
り
て
、
入
る
を
得
る
所
な
し
。
是
に
於
い
て
佛
、
老
に
出
入
す
る
こ
と
久
し
。
夷
に
居
り
固
に
処
る
に
至
る
に

　
　
及
び
、
心
を
動
か
し
性
を
忍
ば
せ
、
因
っ
て
聖
人
此
に
処
っ
て
更
に
何
の
道
う
こ
と
か
有
ら
ん
と
念
じ
、
忽
ち
に
し
て
格
物
致
知
の

　
　
旨
、
聖
人
の
道
、
吾
が
性
自
足
し
、
外
に
求
む
る
こ
と
を
仮
ら
ざ
る
を
悟
る
。
そ
の
学
は
、
凡
そ
三
日
置
て
始
め
て
そ
の
門
を
得
る
。
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お
も

　
　
此
れ
よ
り
以
後
、
尽
く
枝
葉
を
去
り
、
一
に
本
原
を
意
い
、
獣
坐
都
心
を
以
っ
て
学
的
と
為
す
。
未
発
の
中
あ
り
て
、
始
め
て
よ
く

　
　
発
し
て
節
に
中
る
の
和
あ
り
。
視
聴
言
動
は
、
大
弁
収
敏
を
以
っ
て
主
と
為
し
、
発
散
は
、
こ
れ
や
む
を
え
ず
。
中
質
（
今
の
江
西

　
　
省
）
以
後
、
専
ら
致
良
知
の
三
字
を
現
し
、
獣
、
坐
を
凝
り
ず
、
心
、
澄
を
待
た
ず
、
習
わ
ず
慮
か
ら
ず
、
之
を
出
す
は
自
か
ら
天

　
　
則
あ
り
。
蓋
し
良
知
は
即
ち
こ
れ
未
発
の
中
、
こ
の
知
の
前
、
更
に
未
発
な
し
。
良
知
は
即
ち
こ
れ
中
節
の
和
、
こ
の
知
の
後
、
更

　
　
に
已
発
な
し
。
こ
の
知
は
自
か
ら
よ
く
収
敏
し
、
す
べ
か
ら
く
更
に
収
敏
を
主
と
せ
ず
。
こ
の
知
は
自
か
ら
よ
く
発
散
し
、
す
べ
か

　
　
ら
く
更
に
発
散
を
期
せ
ず
。
収
飲
と
は
、
感
の
体
、
静
に
し
て
動
く
な
り
。
発
散
と
は
、
寂
の
用
、
動
に
し
て
静
か
な
り
。
知
の
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や

　
　
切
篤
実
の
処
は
即
ち
こ
れ
行
、
行
の
明
覚
精
察
の
処
は
即
ち
こ
れ
知
、
二
あ
る
こ
と
な
き
な
り
。
越
に
居
る
よ
り
以
後
、
操
つ
る
所

　
　
は
益
々
熟
し
、
得
る
所
は
益
々
化
し
、
時
々
是
を
知
り
非
を
知
り
、
時
々
是
無
く
非
無
く
、
口
を
開
い
て
即
ち
本
心
を
得
、
更
に
仮

　
　
借
湊
泊
無
く
、
赤
日
空
に
当
っ
て
万
象
畢
く
照
す
が
如
し
。
こ
れ
、
学
成
る
の
後
、
又
こ
の
三
変
あ
る
な
り
。
（
『
明
儒
学
案
』
巻

　
　
十
『
銚
江
学
案
』
）

　
王
陽
明
哲
学
の
成
立
に
つ
い
て
、
諸
氏
の
論
評
は
い
さ
さ
か
異
な
る
の
で
あ
る
。
黄
氏
の
は
、
「
詞
章
」
「
考
亭
（
朱
子
）
の
書
」
よ
り

仏
老
に
、
そ
し
て
仏
老
よ
り
自
分
の
哲
学
の
成
立
に
至
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
華
氏
の
手
に
な
る
『
王
文
成
公
年
譜
』
二
十
一

歳
の
条
に
お
い
て
も
、
「
こ
の
年
胃
壁
の
格
物
の
学
を
実
践
し
た
。
先
生
は
始
め
龍
山
公
に
京
師
に
て
侍
更
し
、
遍
ね
く
考
亭
の
遺
書
を

求
め
て
読
ん
だ
。
」
と
言
っ
て
い
る
。
以
上
の
記
述
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
王
陽
明
が
自
己
の
哲
学
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
、
朱
子
学
、

仏
教
、
道
教
と
い
っ
た
既
成
教
学
に
対
す
る
探
究
か
ら
、
自
己
自
身
の
中
に
道
を
見
出
す
と
い
う
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
外
に
求
め
る
」
こ
と
か
ら
「
内
に
求
め
る
」
こ
と
へ
と
転
回
し
た
の
で
あ
る
。

　
次
に
王
陽
明
哲
学
の
展
開
に
関
し
て
、
二
氏
は
次
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
。
銭
氏
が
「
知
行
合
＝
　
　
　
「
静
坐
」
　
　
「
致
良
知
」

と
教
が
三
塾
し
た
と
説
く
の
に
対
し
て
、
黄
氏
は
、
コ
意
に
本
原
と
し
、
黙
坐
幸
心
を
以
っ
て
学
的
と
為
す
」
i
「
専
ら
致
良
知
の

三
字
を
讃
し
、
獣
、
坐
を
仮
り
ず
、
心
、
澄
を
待
た
ず
」
　
　
「
口
を
開
い
て
即
ち
本
心
を
得
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
黄
氏
は
、
銭
氏
の

「
第
一
変
」
と
「
第
二
変
」
、
即
ち
「
知
行
合
＝
と
「
静
坐
」
を
合
わ
せ
て
「
第
一
変
」
と
為
し
、
「
致
良
知
」
を
「
第
二
変
」
と
為
し
、

「
口
を
開
い
て
即
ち
本
心
を
得
る
」
と
い
っ
た
。
晩
年
の
円
熟
し
た
境
地
を
指
し
て
、
「
第
三
変
」
と
し
て
い
る
。
両
者
の
表
現
に
は
若
干

の
相
違
が
あ
る
が
、
黄
沙
の
場
合
も
致
良
知
と
晩
年
の
境
地
と
の
間
に
本
質
的
な
変
化
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
両
者
の
記
述
か
ら
、
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王
陽
明
哲
学
の
展
開
及
び
そ
の
教
法
に
つ
い
て
も
、
「
本
心
1
1
良
知
」
と
い
う
も
の
に
次
第
に
収
約
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
既

成
教
学
の
中
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
自
己
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
の
中
に
求
め
る
と
い
う
陽
明
心
学
の
立
場
が
、
そ
の
教
法
に
お
い
て

投
影
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
心
性
論
で
い
え
ば
、
朱
子
学
的
性
聖
母
か
ら
心
即
理
へ
の
転
換
で
あ
っ
た
。
朱
子
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
。

　
　
学
を
為
す
道
は
窮
理
よ
り
先
な
る
は
な
し
。
窮
理
の
要
は
必
ず
読
書
に
あ
り
。
読
書
の
法
は
序
に
循
っ
て
精
を
致
す
よ
り
貴
き
は
な

　
　
し
。
而
し
て
精
を
致
す
本
は
則
ち
上
皇
に
居
り
て
志
を
持
つ
に
あ
り
。
（
『
朱
子
文
集
』
巻
十
四
「
甲
寅
行
宮
殿
正
札
口
」
）

　
こ
う
し
た
考
え
方
と
比
べ
る
と
、
王
陽
明
の
思
惟
傾
向
の
特
徴
は
一
層
鮮
明
で
あ
る
。
陸
象
山
は
心
即
理
を
主
張
し
、
陽
明
学
の
先
父

と
い
え
る
が
、
彼
は
十
三
歳
の
時
に
「
宇
宙
は
便
ち
こ
れ
吾
が
心
、
吾
が
心
は
即
ち
こ
れ
宇
宙
な
り
」
（
「
陸
象
山
年
譜
」
十
三
歳
条
）
と

考
え
た
と
い
う
。
「
本
心
」
に
集
約
し
て
い
く
立
場
は
陸
象
山
の
高
弟
楊
盤
面
に
至
っ
て
、
益
々
鮮
明
に
な
っ
て
い
く
が
、
王
陽
明
思
想
は
、

そ
う
い
っ
た
思
想
傾
向
の
明
代
的
展
開
の
中
で
、
最
も
特
徴
あ
る
も
の
と
し
て
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
私
は
以
上
の
よ
う
な
陽
明
思
想
が
も
つ
本
心
へ
の
集
約
傾
向
と
い
う
特
徴
を
、
「
主
体
性
の
確
立
」
と
い
う
点
に
お
い
て
捉
え
、
以
下

い
く
つ
か
の
間
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
先
ず
、
陽
明
思
想
に
み
ら
れ
る
本
心
へ
の
集
約
傾
向
と
い
っ
た
特
徴
は
ど
の
よ
う
に
し
て
表
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
哲
学
思
想
及
び

そ
の
特
徴
に
対
す
る
分
析
は
、
も
ち
ろ
ん
当
時
の
歴
史
的
条
件
を
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
特
に
王
陽
明
の
よ
う
に
現
実
政
治
と
深
く

関
わ
り
な
が
ら
自
己
の
思
想
を
形
成
し
て
い
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
時
代
と
彼
の
生
涯
の
問
題
を
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。　

王
陽
明
の
政
治
活
動
と
学
術
活
動
は
十
五
世
紀
の
末
か
ら
十
六
世
紀
の
始
め
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
特
に
王
陽
明
本
人
に
大
き
な

影
響
を
も
た
ら
し
た
時
代
は
明
の
正
徳
年
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
に
王
朝
の
国
家
機
関
（
各
級
の
地
方
官
僚
の
統
治
機
関
を
包
む
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
つ
き
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る

支
配
力
は
弱
体
化
し
た
。
と
い
う
の
は
、
正
徳
皇
帝
本
人
は
「
耽
楽
し
て
嬉
遊
す
。
群
小
に
泥
止
す
。
自
か
ら
官
号
に
署
す
に
至
り
て
冠

履
の
分
は
蕩
然
」
（
『
明
史
』
本
紀
第
十
六
「
武
宗
本
紀
」
）
と
し
た
と
い
う
。
正
徳
皇
帝
を
は
じ
め
と
し
て
各
級
官
吏
は
、
責
任
を
負
わ

ず
に
、
私
利
を
営
み
不
正
を
行
い
、
賄
賂
を
と
り
法
を
曲
げ
、
ぜ
い
た
く
と
欲
望
の
限
り
を
尽
く
し
、
庶
民
を
食
い
物
に
す
る
な
ど
の
こ

と
が
一
方
に
あ
っ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
十
六
世
紀
か
ら
中
国
の
商
品
経
済
に
大
き
な
発
展
が
あ
り
（
中
国
国
吋
の
学
術
界
で
は
こ
れ
を
資

一
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ユ
　

本
主
義
萌
芽
と
い
う
）
、
国
家
機
関
と
経
済
発
展
と
の
問
題
が
在
し
、
政
治
権
威
を
失
墜
す
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
た
。

　
上
掲
の
銭
、
黄
二
七
の
論
評
に
於
て
、
陽
明
思
想
の
展
開
の
場
所
と
し
て
い
る
の
は
貴
陽
・
江
右
の
二
つ
で
あ
る
。
陽
明
が
前
者
に
い

た
時
、
彼
は
宙
官
劉
瑛
の
専
権
に
抗
議
し
て
流
放
さ
れ
た
後
、
自
分
の
学
術
思
想
を
大
き
く
飛
躍
さ
せ
、
こ
れ
よ
り
独
自
の
心
学
体
系
を

樹
立
し
た
。
こ
の
体
験
は
「
心
意
の
大
悟
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
周
知
の
事
実
な
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
後
者
に
い
た
時
期
、
王
陽

明
は
自
分
の
哲
学
思
想
の
内
容
を
一
層
充
実
さ
せ
て
、
致
良
知
説
を
確
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
次
の
資
料
を
引
い
て
み
よ
う
。

　
　
醇
尚
謙
、
郷
謙
之
、
馬
子
華
、
王
寺
芋
侍
坐
す
。
因
り
て
先
生
寧
藩
を
平
せ
し
ょ
り
已
来
、
天
下
諺
議
す
る
も
の
益
々
響
き
を
嘆
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
さ
さ
か

　
　
請
う
各
々
そ
の
故
を
言
え
。
　
（
中
略
）
先
生
曰
く
、
「
我
が
南
都
に
在
り
し
已
前
は
、
尚
ほ
盒
子
の
「
郷
　
」
の
意
思
の
在
る
あ
り
。

　
　
我
、
今
這
の
良
知
を
信
得
し
、
真
是
真
非
、
手
に
信
せ
て
行
い
去
き
、
更
に
些
か
の
覆
蔵
を
結
け
ず
。
我
、
今
綾
か
に
箇
の
『
狂
者
』

　
　
の
胸
次
と
倣
り
得
た
り
。
天
下
の
人
を
し
て
都
て
我
が
行
は
言
を
捻
わ
ず
と
説
か
し
む
の
み
」
と
。
（
『
伝
習
録
』
下
）

　
「
些
子
の
郷
　
の
意
思
」
を
排
除
し
て
「
良
知
を
信
得
し
」
て
後
、
彼
の
心
学
は
新
し
い
段
階
に
到
達
し
た
と
い
え
る
。
彼
自
身
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
良
知
を
確
信
す
る
以
前
に
は
、
ま
だ
郷
　
の
心
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
自
己
の
良
知

を
確
信
す
る
彼
の
立
場
は
時
代
の
弊
害
に
対
す
る
容
赦
な
い
批
判
精
神
を
内
包
す
る
も
の
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
当
時
の
社
会
の
思
想
状

況
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
明
初
に
お
い
て
『
五
経
大
全
』
　
『
四
書
大
全
』
　
『
性
理
大
全
』
の
三
大
全
が
編
修
さ
れ
、
科
拳
の
試

験
に
も
、
標
準
に
さ
れ
、
朱
子
学
の
正
統
と
し
て
の
地
位
は
確
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
社
会
の
変
化
、
経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
、

風
俗
習
慣
、
人
々
の
興
味
愛
好
、
崇
高
追
求
の
大
き
な
変
化
は
朱
子
学
に
対
し
て
根
源
的
な
疑
問
を
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況

を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
荒
木
見
悟
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
一
般
に
統
治
階
級
は
、
安
定
し
た
理
に
よ
っ
て
人
民
を
拘
束
し
、
統
治
の
平
穏
な
持
続
を
は
か
る
が
、
人
民
が
長
期
に
わ
た
り
、
所

　
　
与
の
理
に
疑
問
を
は
さ
ま
ず
、
先
験
的
理
に
無
批
判
に
随
順
す
る
こ
と
を
習
慣
づ
け
ら
れ
る
時
、
そ
こ
に
は
人
間
と
し
て
の
主
体
性

　
　
を
喪
失
し
た
、
形
式
的
偽
善
が
氾
濫
し
、
社
会
発
展
が
阻
害
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
統
治
者
の
意
の
ま
ま
に
従
順
に
飼
い
馴
ら
さ
れ
る

　
　
も
の
が
、
君
子
で
あ
り
、
良
民
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
い
さ
さ
か
で
も
疑
念
を
は
さ
む
も
の
は
、
小
人
で
あ
り
、
叛
民
で
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
風
潮
が
蔓
延
し
、
社
会
の
暗
部
を
積
極
的
に
追
求
す
る
意
欲
が
抑
圧
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
社
会
の
も
つ
弊
害
や
矛
盾
に
対
し
て
、
積
極
的
に
と
り
く
ん
で
い
く
姿
勢
を
朱
子
学
自
体
が
持
ち
え
な
い
こ
と
が
明
確
に
捉
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え
ら
れ
た
時
、
王
陽
明
哲
学
は
思
想
界
の
指
導
的
役
割
を
担
う
も
の
と
し
て
登
場
し
た
。
民
衆
の
自
由
意
識
の
発
展
す
る
局
面
に
対
し
て
、

思
想
的
に
こ
れ
を
推
進
す
る
役
割
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
心
即
理
の
哲
学
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
「
主
体
性
の
確
立
」
と
い
う
課
題
は
時

代
の
民
衆
の
中
に
益
々
高
ま
っ
て
い
く
自
由
意
識
に
対
応
す
る
意
味
を
も
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

二

　
さ
て
、
次
に
哲
学
史
自
体
の
発
展
に
即
し
て
、
特
に
朱
子
と
陸
象
山
の
思
想
と
の
関
係
に
注
目
し
な
が
ら
、
王
陽
明
哲
学
の
形
成
を
見

て
み
よ
う
。
明
初
の
学
術
は
、
依
然
朱
子
学
の
道
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
た
。
　
『
明
史
』
の
「
儒
林
伝
」
の
序
に
、
　
「
も
と
そ
れ
明
初
の
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
く
わ
く
ち
つ
ぜ
ん

儒
は
、
皆
朱
子
門
人
の
支
流
余
商
、
師
承
自
る
あ
り
、
矩
穫
秩
然
た
り
。
曹
端
、
胡
居
仁
は
践
履
を
篤
く
し
、
縄
墨
を
上
し
み
、
先
儒
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
が

正
伝
を
守
り
、
敢
え
て
錯
ひ
を
改
め
ず
」
と
言
う
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
、
明
初
の
朱
子
学
者
は
、
た
だ
朱
子
学
の
説
を
守
る
の
み
で
な

く
、
陸
象
山
の
説
を
も
受
容
し
た
。
た
と
え
ば
、
明
初
の
大
儒
宋
濾
は
、
朱
子
学
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
た
他
の
学
説
を
も
受
け
た
。

ま
た
、
亭
号
弼
は
、
明
白
に
朱
、
陸
を
融
合
し
て
、
　
「
与
弼
の
学
、
実
に
よ
く
朱
、
陸
の
長
を
兼
達
し
て
、
刻
苦
し
て
自
か
ら
立
つ
」

（
『

l
庫
全
書
総
目
提
要
』
巻
一
七
〇
）
と
い
わ
れ
る
。
更
に
陳
白
沙
に
至
っ
て
、
心
学
の
色
彩
が
濃
厚
に
な
っ
て
い
く
。
陽
明
の
時
代
に

な
る
と
、
こ
の
傾
向
が
益
々
強
く
な
る
。
銭
徳
洪
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
吾
が
師
自
ら
謂
う
、
「
天
下
朱
を
是
と
し
て
陸
を
非
と
す
る
の
論
定
ま
っ
て
既
に
久
し
く
、
一
旦
に
し
て
こ
れ
を
反
す
る
こ
と
難
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
と
為
す
。
二
書
は
姑
ら
く
調
停
両
可
の
説
を
為
し
、
人
を
し
て
自
ら
思
い
で
こ
れ
を
得
さ
し
む
」
と
。
（
『
伝
習
録
』
中
）

　
こ
れ
は
、
王
陽
明
が
当
時
の
歴
史
条
件
に
よ
っ
て
、
自
分
の
体
系
を
つ
く
る
為
に
、
以
前
の
哲
学
史
資
料
を
批
判
的
に
継
承
し
た
こ
と

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
王
陽
明
も
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
り
そ
め

　
　
吾
の
、
象
山
の
学
に
お
い
て
同
じ
き
も
の
あ
る
は
、
こ
れ
筍
に
同
じ
く
す
る
に
あ
ら
ず
。
そ
の
異
な
る
も
の
は
、
自
ら
そ
の
異
た
る

　
　
　
お
お

　
　
を
掩
わ
ざ
る
な
り
。
吾
の
、
晦
庵
の
論
に
お
い
て
異
な
る
を
求
む
る
に
あ
ら
ず
。
そ
の
同
じ
き
も
の
は
、
自
ら
そ
の
同
じ
き
た
る
を

　
　
害
せ
ざ
る
な
り
。
（
『
全
書
』
巻
六
「
答
友
人
間
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

　
陸
象
山
の
体
系
に
対
し
て
は
、
　
「
同
を
認
め
る
」
と
と
も
に
、
ま
た
「
同
」
の
中
の
異
を
指
摘
し
、
こ
れ
を
「
同
を
認
め
て
異
を
披
く
」
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と
説
き
、
朱
子
の
理
論
に
対
し
て
は
、
「
異
を
棄
て
る
」
と
と
も
に
、
ま
た
「
同
」
を
認
め
、
こ
れ
を
「
異
を
棄
て
て
同
を
求
め
る
」
と

説
い
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
み
る
と
、
陽
明
哲
学
が
当
時
の
思
想
界
に
対
し
て
果
た
し
た
指
導
的
役
割
と
し
て
は
、
二
つ
の
面
が
あ
っ
た
と

い
え
る
。
つ
ま
り
、
朱
子
思
想
に
対
す
る
修
正
の
役
割
と
、
陸
象
山
思
想
に
対
す
る
拡
大
の
役
割
で
あ
る
。

　
朱
子
学
に
対
し
て
、
「
異
を
棄
て
て
同
を
求
め
る
」
と
は
、
「
異
を
棄
て
る
」
こ
と
を
主
と
す
る
と
と
も
に
、
「
同
」
を
見
つ
け
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
「
異
」
と
は
、
朱
子
の
心
性
論
一
理
の
と
ら
え
方
一
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
王
陽
明
は
こ
れ
に
対
し
て
、
大
規
模

な
改
造
作
業
を
し
た
の
で
あ
る
。
王
陽
明
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
曲
る
人
間
う
、
「
晦
庵
先
生
曰
く
、
『
人
の
学
を
為
す
所
以
の
も
の
は
、
心
と
理
と
の
み
』
と
。
曰
く
、
「
心
は
即
ち
性
、
性
は
即
ち

　
　
理
な
り
。
一
の
『
与
』
の
字
を
下
さ
ば
、
恐
ら
く
は
未
だ
二
と
な
る
を
免
れ
ず
。
こ
れ
学
者
の
善
く
こ
れ
を
観
る
に
あ
り
」
。

　
　
（
『
伝
習
録
』
上
）

王
陽
明
と
し
て
は
、
「
心
」
を
認
め
た
上
で
、
ま
た
別
に
「
理
」
を
論
ず
る
の
で
は
、
二
つ
の
本
体
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
欠
陥
を

救
う
た
め
、
彼
は
根
本
的
な
修
正
を
な
し
て
、
程
子
の
「
物
に
在
る
を
理
と
為
す
」
と
言
う
言
葉
を
変
え
て
、
　
「
こ
の
心
、
物
に
在
る
を

す
な
わ
ち
理
と
な
す
」
（
『
伝
習
録
』
下
）
と
表
現
し
た
。
　
「
物
に
あ
る
を
理
と
為
す
」
の
前
に
「
心
」
を
加
え
る
の
は
、
思
想
体
系
の

根
本
的
な
転
換
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
朱
子
よ
り
王
学
へ
の
転
回
は
理
学
よ
り
心
学
へ
の
変
転
で
あ
る
。
同
じ
く
「
心
」
「
性
」
を
説
い

て
も
概
念
の
内
容
に
変
革
が
生
じ
た
。
と
い
う
の
は
、
朱
子
の
「
心
」
「
性
」
は
「
天
理
」
に
従
属
す
る
傾
向
が
あ
り
、
主
体
性
、
自
主

性
を
制
限
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
吉
田
公
平
氏
は
、
『
陸
象
山
と
王
陽
明
』
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
朱
烹
の
性
質
理
説
と
は
異
な
り
、
王
陽
明
の
心
即
理
説
で
は
、
渾
一
で
あ
る
心
性
は
気
と
も
渾
一
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
緩
衝
地
帯
を

　
　
も
は
や
失
っ
た
性
は
、
心
と
共
に
も
ろ
に
気
質
の
物
蔽
、
外
界
の
衝
撃
を
う
け
る
は
め
に
な
る
。
さ
れ
ば
と
い
っ
て
、
性
即
理
説
の

　
　
如
く
、
悪
を
恐
れ
て
性
と
い
う
安
全
圏
に
一
歩
退
却
し
、
そ
の
結
果
、
心
の
本
来
性
を
い
い
綾
小
化
し
、
そ
の
発
露
の
自
然
性
を
狭

　
　
阻
化
し
た
り
は
し
な
い
。
心
即
理
説
で
は
、
依
存
す
べ
き
既
成
の
価
値
観
な
ど
も
と
も
と
な
い
だ
け
に
、
気
質
・
外
界
の
拘
蔽
衝
撃

　
　
を
も
ろ
に
う
け
れ
ば
、
と
て
つ
も
な
い
悪
を
も
結
果
し
か
ね
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
の
心
の
全
熱
量
を
い
さ
さ
か
も
遺
漏
す
る
こ
と
な
く

　
　
圧
縮
貯
蔵
し
て
、
天
理
を
創
造
す
る
熱
源
に
純
化
し
、
渾
然
一
体
で
あ
る
心
性
気
は
三
位
一
体
と
な
っ
て
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
な
く
、
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
質
・
外
界
が
ま
き
お
こ
す
波
乱
怒
涛
を
の
り
き
っ
て
、
天
理
の
創
造
に
魑
進
ず
る
の
で
あ
る
。
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へ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
陽
明
が
「
こ
の
心
、
物
に
在
る
を
す
な
わ
ち
理
と
為
す
」
と
説
い
た
の
は
、
た
だ
「
心
」
を
加
え
た
の
で
は
な
く
、
定
理
に
随
順
す
る

「
心
」
で
は
な
く
、
理
を
創
出
し
て
い
く
「
心
」
の
主
体
性
、
主
宰
性
を
表
現
す
る
た
め
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
王
学
と
朱
子
学
と
の
相
違
点
は
、
功
夫
論
に
も
表
現
さ
れ
る
。
朱
子
の
功
夫
論
は
、
　
「
格
物
窮
理
」
す
な
わ
ち
事
物
に
即
し
て
そ
こ
に

内
在
す
る
定
理
を
窮
明
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
功
夫
論
は
、
理
を
性
と
し
て
内
有
す
る
人
間
が
、
事
物
の
理
を
尽
く

し
、
　
「
脱
然
と
し
て
箇
の
貫
通
す
る
処
あ
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
理
に
回
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
う
す
る
と
、
朱
子
の
「
理
」
と
「
心
」

と
の
関
係
は
「
理
↓
心
↓
理
」
（
理
は
心
に
天
賦
さ
れ
、
心
は
理
に
回
帰
す
る
）
と
い
え
る
。
だ
か
ら
、
朱
子
哲
学
の
始
点
と
終
点
は
、

「
天
理
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
王
陽
明
は
ま
ず
『
大
学
』
の
古
本
を
回
復
す
る
こ
と
を
通
じ
て
批
判
し
た
。

　
　
先
生
曰
く
、
「
大
学
の
工
夫
は
す
な
わ
ち
こ
れ
明
明
徳
に
し
て
、
明
明
徳
は
只
だ
こ
れ
箇
の
誠
意
、
誠
意
の
工
夫
は
只
だ
こ
れ
格
物

　
　
致
知
な
り
。
も
し
誠
意
を
以
て
主
と
為
し
て
、
格
物
致
知
の
工
夫
を
用
う
れ
ば
、
す
な
わ
ち
工
夫
始
め
て
下
落
あ
ら
ん
。
即
ち
善
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
為
し
悪
を
去
る
は
、
こ
れ
誠
意
の
事
に
あ
ら
ざ
る
な
し
。
新
本
の
ご
と
く
先
ず
事
物
の
理
を
車
曳
し
去
か
ん
と
せ
ば
、
す
な
わ
ち
荘

　
　
　
　
　
　
　
　
す
べ

　
　
荘
蕩
蕩
と
し
て
都
て
着
落
す
る
処
な
く
、
箇
の
敬
の
字
を
添
ふ
る
こ
と
を
重
用
し
て
、
方
に
才
か
に
牽
零
し
て
、
身
心
上
に
向
い
来

　
　
る
。
然
れ
ど
も
終
に
こ
れ
根
源
没
し
。
（
『
伝
習
録
』
上
）

　
こ
の
よ
う
に
王
陽
明
は
、
朱
子
学
の
格
物
窮
理
論
は
「
根
源
」
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
い
う
「
根
源
」
と
は
、

理
を
創
造
し
て
い
く
主
体
と
し
て
の
心
に
外
な
ら
な
い
。

　
以
上
は
王
陽
明
哲
学
が
果
た
し
た
指
導
的
役
割
の
中
、
朱
子
学
に
対
す
る
修
正
的
役
割
で
あ
る
。
次
に
も
う
一
つ
の
役
割
、
即
ち
拡
大

の
役
割
を
考
察
す
る
。
王
陽
明
は
陸
象
山
の
心
本
体
論
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
っ
た
。
彼
の
学
説
と
陸
学
と
の
一
致
点
は
、
　
「
こ
れ
筍
に

同
じ
く
す
る
に
あ
ら
ず
」
、
即
ち
思
惟
体
系
の
根
本
的
な
性
質
か
ら
で
あ
っ
た
。
彼
は
当
時
「
朱
を
是
と
し
て
陸
を
非
と
す
る
論
定
ま
っ

て
既
に
久
し
」
と
認
識
し
、
陸
象
山
思
想
を
再
評
価
、
顕
彰
す
る
こ
と
を
自
任
し
て
、
陸
象
山
思
想
を
「
孟
子
の
学
」
と
断
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
同
を
認
め
る
」
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
王
陽
明
は
時
々
「
同
」
の
中
の
「
異
」
を
指
摘
す
る
。
彼
は
「
大
本
大
原
」
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
陸
象
山
は
「
余
子
の
及
ふ
所
に
あ
ら
ず
」
（
『
全
書
』
巻
五
『
主
席
元
山
』
）
と
言
え
る
が
、
「
見
得
未
だ
精
一
な
ら
ざ

る
所
」
（
『
伝
習
録
』
下
）
が
あ
り
、
自
分
の
学
説
と
陸
学
と
の
「
同
」
の
中
の
「
異
」
を
説
明
し
て
い
る
。

　
王
陽
明
か
ら
み
れ
ば
、
陸
学
自
身
は
「
大
本
大
原
」
を
握
っ
て
い
る
が
、
理
論
思
惟
の
水
準
は
純
粋
の
程
度
ま
で
ま
だ
及
ば
な
い
。
こ

「
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の
問
題
に
対
し
て
、
王
陽
明
は
普
段
に
「
心
」
を
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
「
心
の
本
体
」
と
「
良
知
」
を
も
っ
と
深
い
段
階
で
論
じ
て
い

る
。
こ
れ
は
陸
学
を
理
論
の
深
さ
に
対
し
、
こ
れ
を
補
充
し
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
王
陽
明
は
陸
象
山
に
は
、
理
論
の
不
徹
底

性
、
「
沿
襲
の
累
」
　
（
『
全
書
』
巻
五
『
与
席
元
山
』
）
が
あ
り
、
「
格
物
致
知
は
、
客
来
、
儒
者
皆
な
相
沿
い
て
か
く
の
ご
と
く
説
く
。

故
に
象
山
は
相
沿
い
て
来
た
り
て
復
た
疑
ひ
を
致
さ
ざ
る
の
み
」
　
（
『
全
書
』
巻
六
『
三
友
人
間
』
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
陸
象
山
は
、

伝
統
的
「
天
命
論
」
を
遵
守
す
る
の
で
あ
り
、
義
理
は
「
天
の
我
に
論
え
る
所
以
に
比
ぶ
れ
ば
、
外
よ
り
我
を
礫
す
る
に
非
ざ
る
な
り
」

（
『
陸
象
山
全
集
』
巻
一
『
与
郡
叔
誼
』
）
と
い
う
。
王
陽
明
は
、
こ
う
い
つ
た
「
出
汐
理
」
に
対
し
て
、
不
徹
底
的
な
も
の
で
あ
り
、

だ
か
ら
、
よ
り
徹
底
的
な
心
学
に
よ
り
、
こ
れ
を
拡
大
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
王
陽
明
は
陸
学
の
体
系
を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
陸
象
山
の
方
法
論
に
も
及
ぶ
。
陸
学
は
簡
易
直
裁
の
内
心
反
省
法
で
あ
り
、
直
観
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
認
を
重
視
し
、
思
弁
性
が
少
な
い
。
こ
の
方
法
は
「
減
担
法
」
或
い
は
「
剥
落
法
」
と
い
わ
れ
る
。
王
陽
明
は
こ
の
方
法
を
取
り
入
れ
、

も
う
一
歩
厳
格
な
規
定
、
解
説
を
与
え
、
こ
れ
に
内
心
反
省
、
体
認
の
性
質
を
認
め
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
思
弁
の
性
質
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ら

こ
う
し
て
陸
学
の
道
徳
修
養
方
法
は
、
王
陽
明
に
至
っ
て
、
哲
理
に
富
ん
だ
方
法
論
と
な
っ
た
。
以
上
の
「
同
を
認
め
て
異
を
披
く
」
と
い

う
仕
事
は
王
陽
明
哲
学
の
も
う
一
つ
の
役
割
、
拡
大
の
役
割
で
あ
る
。

　
以
上
見
て
き
た
王
陽
明
哲
学
の
も
つ
二
方
面
の
役
割
は
、
本
心
へ
の
集
約
、
主
体
性
の
確
立
と
い
う
こ
と
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と

い
え
る
。
陽
明
思
想
は
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、
民
衆
の
自
由
意
識
の
拡
大
、
主
体
性
の
確
立
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
て
朱
子
学
、
心
学
に

対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
受
け
と
め
つ
つ
、
新
し
い
厳
密
な
哲
学
体
系
を
樹
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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三

　
次
に
、
王
陽
明
哲
学
の
基
本
理
論
で
あ
る
「
心
の
本
体
は
万
理
具
足
す
」
（
心
即
理
）
に
関
し
て
、
考
察
し
た
い
。
本
稿
の
冒
頭
に
見

た
よ
う
に
、
事
事
十
握
は
い
ず
れ
も
、
　
「
級
長
処
困
」
の
貴
陽
龍
馬
に
於
て
「
聖
人
の
道
、
吾
が
性
自
足
す
」
と
大
悟
し
た
と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
銭
氏
は
「
言
言
し
て
道
に
至
る
」
と
言
い
、
黄
氏
も
「
三
点
し
て
始
め
て
そ
の
門
を
得
る
」
と
言
う
。
こ
の
「
道
に
至
る
」

或
い
は
「
そ
の
門
を
得
る
」
と
い
う
の
は
、
王
陽
明
思
想
が
こ
こ
で
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の



内
容
に
つ
い
て
分
析
し
た
い
。

　
こ
こ
で
「
心
の
本
体
は
万
理
具
足
す
」
を
王
陽
明
哲
学
の
基
本
理
論
と
考
え
る
の
は
、
「
聖
人
の
道
、
吾
が
性
自
足
す
」
と
ぴ
っ
た
り

符
合
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
聖
人
の
道
」
と
は
、
つ
ま
り
「
天
理
」
「
万
理
」
で
あ
る
。
　
「
吾
が
性
」
と
は
、
　
「
心
の
本
体
」
に
外
な
ら

な
い
。
　
「
自
足
」
も
「
具
足
」
も
意
味
は
同
じ
で
あ
る
。
龍
場
の
大
悟
以
後
、
王
陽
明
思
想
は
様
々
に
展
開
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
基
本

理
論
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
か

　
　
心
の
本
体
は
該
ね
ざ
る
所
無
し
。
（
『
伝
習
録
』
下
）

　
　
虚
霊
不
味
、
衆
理
具
わ
り
て
万
事
出
づ
。
心
外
に
心
な
く
、
心
外
に
事
な
し
。
（
『
伝
習
録
』
上
）

　
　
各
人
黒
く
自
己
の
力
量
精
神
を
着
け
、
只
だ
こ
の
心
の
天
理
に
純
な
る
上
に
在
っ
て
功
を
用
う
れ
ば
す
な
わ
ち
人
人
自
ら
箇
箇
円
成

　
　
す
。
落
ち
能
く
大
な
る
は
以
て
大
を
成
し
、
小
な
る
は
以
て
小
を
成
し
、
外
に
慕
う
こ
と
を
仮
ら
ず
し
て
、
具
足
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。

　
　
（
『
伝
習
録
』
上
）

　
彼
は
ま
た
「
良
知
」
に
よ
っ
て
「
心
の
本
体
」
の
具
足
性
を
説
明
し
た
。

　
　
良
知
は
た
だ
こ
れ
一
箇
、
他
の
発
見
流
行
の
処
に
随
い
て
、
当
下
に
具
足
し
、
さ
ら
に
去
来
無
し
、
仮
借
す
る
を
須
い
ず
。
（
『
伝

　
　
習
録
』
中
）

　
王
陽
明
は
「
吾
が
性
」
を
「
心
体
」
「
心
の
本
体
」
と
も
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
心
の
本
体
」
の
本
体
と
は
、
本
原
、
実
体
、

根
本
的
性
質
、
本
来
の
状
態
を
指
し
て
い
る
。
私
が
陽
明
思
想
の
特
質
を
「
主
体
性
の
確
立
」
と
し
て
捉
え
て
き
た
の
は
、
こ
の
「
心
の

本
体
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
心
と
は
、
「
人
と
は
天
地
の
心
な
り
、
天
地
万
物
の
主
な
り
」
（
『
全
書
』
巻
髪
『
答
季
明
徳
』
）
と
言
わ

れ
る
も
の
で
あ
り
、
天
地
の
主
宰
と
な
る
心
は
た
だ
一
つ
の
引
明
で
あ
り
、
「
蓋
し
天
地
万
物
は
人
と
原
と
一
体
な
り
、
そ
の
発
籔
の
処

は
人
心
の
一
点
の
聖
明
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
下
）
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
主
体
性
と
は
、
心
の
根
本
的
な
属
性
で
あ
り
、
そ
れ
は
最

も
普
遍
、
最
も
根
源
な
も
の
、
実
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
よ
く
天
地
万
物
の
変
化
を
感
じ
、
い
か
な
る
時
間
、
空
間
に
お
い
て
も
存
在
し
、

無
減
に
世
界
の
全
体
ま
で
に
拡
大
す
る
。
　
「
心
や
、
性
や
、
命
や
、
↓
な
り
。
人
物
に
通
じ
、
四
海
に
達
し
、
天
地
に
塞
が
り
、
古
今
に

亙
っ
て
、
具
わ
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
な
く
、
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と
あ
る
な
く
、
或
は
変
じ
る
こ
と
あ
る
な
き
も
の
な
り
」
（
『
全
書
』
巻
七

「
稽
山
書
院
尊
経
企
記
」
）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
人
心
は
こ
れ
天
然
の
理
、
精
精
明
明
、
繊
介
染
着
無
し
」
、
（
『
伝
習
録
』
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も
の

上
）
「
人
心
の
本
体
は
原
と
こ
れ
明
螢
無
二
の
的
な
り
、
原
と
こ
れ
一
箇
の
未
発
の
中
な
り
」
（
『
伝
習
録
』
下
）
と
も
言
わ
れ
る
。
こ
の

「
明
察
無
滞
」
、
　
「
未
発
の
中
」
の
境
界
は
無
窮
の
変
化
に
応
ず
べ
き
も
の
で
、
「
心
の
本
体
（
中
略
）
こ
れ
便
ち
こ
れ
『
寂
然
不
動
』
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

便
ち
こ
れ
『
未
発
の
中
』
、
便
ち
こ
れ
『
廓
然
大
公
』
に
し
て
、
自
然
に
『
感
じ
て
遂
に
通
じ
』
、
自
然
に
『
発
し
て
節
に
中
り
』
、
自
然

『
物
来
り
順
応
す
る
』
」
も
の
な
の
で
あ
る
（
『
伝
習
録
』
上
）
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
王
陽
明
哲
学
の
成
立
以
来
、
そ
の
思
惟
の
始
点
と
終
点
は
「
心
の
本
体
」
、
　
「
本
心
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
つ
ま

り
王
陽
明
の
哲
学
体
系
に
と
っ
て
、
「
心
の
本
体
は
万
理
具
足
す
」
は
重
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
王
陽
明
の
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
ま
ず
孟
子
の
「
万
物
皆
我
に
備
わ
る
」
と
い
う
思
想
を
、
更
に
陸
象
山
の
「
宇
宙
は
即
ち
こ
れ
吾
が

心
、
吾
が
心
は
即
ち
こ
れ
宇
宙
」
、
　
「
心
は
即
ち
理
な
り
」
と
い
う
思
想
を
踏
襲
す
る
。
王
陽
明
は
こ
れ
ら
の
考
え
方
を
継
承
し
な
が
ら
、

前
看
た
ち
よ
り
更
に
深
化
さ
せ
た
。
　
「
万
理
具
足
」
の
「
具
足
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
自
体
で
具
足
す
る
も
の
で
、
外
か
ら
加
え
て
「
足

る
」
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
「
心
の
本
体
」
の
至
上
性
の
地
位
、
主
宰
と
し
て
の
地
位
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
。
王
陽
明
は
次
の
よ
う
に

説
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の

　
　
問
ふ
、
「
『
人
心
は
物
と
同
体
な
り
』
と
。
吾
が
身
の
ご
と
き
は
、
原
と
こ
れ
血
気
流
通
す
る
的
な
れ
ば
、
便
ち
異
体
な
り
。
禽
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ

　
　
草
木
は
益
々
遠
し
。
巡
る
に
何
ぞ
こ
れ
を
同
体
と
謂
ふ
や
。
」
先
生
曰
く
、
「
爾
只
だ
感
応
の
幾
上
に
あ
り
て
看
よ
。
豊
に
但
に
禽
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
草
木
の
み
な
ら
ん
。
天
地
と
錐
も
也
た
我
と
同
体
の
的
、
鬼
神
も
我
と
同
体
の
的
な
り
。
」
と
。
請
い
問
ふ
。
先
生
曰
く
、
「
爾
看
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に
も
の

　
　
這
箇
の
天
地
の
中
間
、
甚
腰
か
こ
れ
天
地
の
心
な
り
。
」
対
へ
て
曰
く
、
「
嘗
て
聞
く
、
人
は
こ
れ
天
地
の
心
な
り
、
と
」
と
。
曰
く
、

　
　
　
　
　
　
な
に
も
の

　
　
「
人
は
ま
た
甚
麿
か
を
心
と
濁
し
む
る
。
」
救
え
て
曰
く
、
「
只
だ
こ
れ
一
箇
の
霊
明
な
り
。
」
　
「
知
る
べ
し
、
天
に
充
ち
地
に
塞
り
、

　
　
中
間
只
だ
這
箇
の
霊
明
な
り
。
…
…
」
　
（
『
伝
習
録
』
下
）

　
彼
は
「
人
」
を
「
天
地
の
心
」
と
規
定
し
、
ま
た
「
霊
明
」
を
「
人
の
心
」
と
規
定
し
た
。
天
地
か
ら
心
へ
と
集
約
さ
れ
て
い
く
、
こ

の
「
心
の
霊
明
」
こ
そ
主
体
性
に
外
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
「
天
地
万
物
鬼
神
」
を
主
宰
し
、
「
天
地
の
間
」
に
充
満
す
る
と
捉
え
る
の
で

あ
る
。
で
は
、
ど
う
し
て
「
天
地
の
間
」
に
充
満
で
き
る
の
か
。
王
陽
明
は
、
無
限
小
即
ち
無
限
大
と
い
う
原
理
を
見
つ
け
た
。
次
の
言

葉
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ

　
　
広
大
を
致
す
の
二
品
を
問
う
。
曰
く
、
「
精
微
を
尽
す
は
即
ち
広
大
を
致
す
所
以
、
中
庸
に
灯
る
は
即
ち
高
明
を
極
む
る
は
所
以
な
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り
。
　
（
中
略
）
故
に
よ
く
細
微
曲
折
、
尽
く
さ
ざ
る
所
無
け
れ
ば
、
則
ち
、
私
意
以
っ
て
こ
れ
を
蔽
う
に
足
ら
ず
、
自
か
ら
許
多
の

　
　
障
硬
遮
隔
の
処
無
し
。
如
何
ぞ
広
大
致
さ
ざ
る
か
」
と
。
（
『
伝
習
録
』
下
）

　
一
意
に
し
て
内
心
を
求
め
ば
、
「
細
徴
屈
折
、
尽
く
さ
ざ
る
所
無
き
」
純
梓
の
程
度
に
至
り
、
こ
う
し
て
心
は
「
天
理
」
と
通
じ
る
の

で
あ
る
。
従
っ
て
王
陽
明
は
「
天
理
」
を
人
心
に
お
さ
め
い
れ
、
「
世
人
」
の
心
と
理
と
を
分
け
て
二
と
為
す
欠
点
を
避
け
た
。
ま
た

「
心
は
一
身
を
主
と
す
る
と
錐
も
、
実
に
天
下
の
理
を
管
さ
ど
り
、
理
は
万
物
に
散
在
す
と
錐
も
、
一
入
の
心
に
外
な
ら
ざ
る
」
（
『
伝

習
録
』
下
）
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
心
外
に
理
無
し
」
、
　
「
心
は
万
理
を
具
え
る
」
と
も
い
わ
れ
る
。

　
こ
こ
で
問
題
に
す
べ
き
こ
と
は
、
王
学
の
致
良
知
説
で
あ
る
。
　
「
致
良
知
」
と
「
心
の
本
体
ば
万
理
具
足
す
」
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係

に
あ
る
か
。
ま
ず
理
論
と
し
て
考
え
る
と
同
時
に
、
社
会
的
要
因
と
し
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
理
論
自
体
で
い
え
ば
、
　
「
良
知
」
は

「
心
の
本
体
」
に
対
し
て
、
具
体
的
な
内
容
を
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
王
陽
明
は
孟
子
の
「
良
知
」
を
自
己
の
体
系
の
重
要
概
念
と
な

し
、
「
そ
れ
心
の
本
体
は
即
ち
天
理
な
り
、
天
理
の
昭
明
霊
覚
の
処
、
い
わ
ゆ
る
良
知
な
り
」
　
（
『
全
書
』
巻
五
「
剛
性
国
用
」
）
と
言
う
。

「
天
理
の
昭
明
霊
覚
の
処
」
の
「
良
知
」
と
は
「
心
の
本
体
」
の
霊
明
の
こ
と
で
あ
る
。
致
良
知
説
は
、
普
通
、
江
右
以
後
（
南
京
都
察

院
副
都
御
史
と
し
て
江
西
を
巡
視
す
る
）
、
陽
明
五
十
歳
の
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
。
一
方
、
　
「
心
の
本
体
は
万
理
具
足
す
」
と
い
う
基
本
思

想
は
、
陽
明
思
想
の
確
立
以
来
一
貫
し
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
王
陽
明
は
、
「
良
知
」
に
よ
っ
て
「
心
の
本
体
」
の
根
本
内
容
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
良
知
は
先
天
的
に
是
非
善
悪
を
識
別
す
る
能

力
と
し
て
各
人
に
具
わ
っ
て
い
る
。
良
知
が
充
足
さ
れ
る
こ
と
が
、
心
に
具
足
し
て
い
る
天
理
の
発
現
に
外
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
良
知
の
も
つ
認
識
能
力
は
、
無
限
定
な
も
の
で
あ
る
。

　
王
陽
明
が
「
良
知
」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
た
こ
と
は
、
彼
の
学
説
が
一
般
に
広
ま
っ
て
い
た
理
由
の
一
つ
と
も
い
え
る
。
彼
の
「
人
々

皆
良
知
を
具
え
る
」
と
い
う
理
論
は
、
社
会
中
の
各
階
層
に
影
響
を
与
え
た
。
一
人
一
人
の
心
に
直
接
訴
え
か
け
る
、
説
得
力
に
富
ん
だ

も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
王
陽
明
哲
学
は
、
本
心
へ
の
集
約
を
思
惟
傾
向
と
し
て
も
ち
、
　
「
心
の
本
体
は
万
理
具
足
す
」
を
基
本
理
論

と
し
、
主
体
性
の
確
立
を
め
ざ
す
哲
学
思
想
で
あ
る
。
こ
の
主
体
性
の
確
立
を
主
張
す
る
哲
学
思
想
は
明
、
清
か
ら
中
国
近
、
現
代
ま
で

の
中
国
思
想
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
特
に
中
国
近
、
現
代
の
よ
う
な
激
動
期
に
、
一
般
大
衆
の
革
命
情
熱
を
燃
え
た
た
せ
る
為
に
、
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革
命
の
指
導
者
、

る
。

宣
伝
家
、
思
想
家
ら
は
常
に
王
陽
明
哲
学
が
内
包
し
て
い
た
よ
う
な
主
体
性
の
確
立
と
い
う
思
想
に
注
目
し
た
の
で
あ

四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
最
後
に
、
王
陽
明
哲
学
の
修
養
功
夫
の
日
減
法
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
王
学
の
体
系
に
つ
い
て
、
以
上
の
見
解
に
お
い
て
既
に
終
る
は

ず
で
あ
る
が
、
今
少
し
続
け
る
な
ら
い
く
つ
か
の
間
題
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
純
梓
至
善
の
「
心
の
良
知
」
は
「
物

蔽
」
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
「
掃
除
廓
清
」
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
も
と
も
と
純
粋
な
「
心
の
本
体
」
を
漸
次
感
染

す
る
こ
と
か
ら
、
原
初
の
状
態
ま
で
に
回
復
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
を
解
決
す
る
た
め
、
王
陽
明
は
陸
象
山
の
「
減
担
法
」

或
は
「
剥
落
法
」
を
参
考
と
し
、
一
分
の
人
欲
を
減
じ
、
一
分
の
天
理
を
増
加
す
る
と
強
調
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
我
が
輩
、
用
功
は
た
だ
日
々
減
ず
る
こ
と
を
求
あ
、
日
々
増
す
こ
と
を
求
あ
ず
。
一
分
の
人
皇
を
減
じ
得
れ
ば
、
便
ち
こ
れ
一
分
の

　
　
天
理
を
復
し
得
。
（
『
伝
習
録
』
上
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
を
日
減
法
と
呼
ん
で
お
く
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
功
夫
も
「
心
の
本
体
は
万
理
具
足
す
」
に
基
づ
い
て
体
用
論
と
し
て
展
開
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
純
梓
な
「
心
の
本
体
」
に
対
し
て
少
し
で
も
増
加
し
て
は
な
ら
ず
、
「
心
は
即
ち
理
な
り
。
こ
の
心
、
私
欲
の
蔽
無
け

れ
ば
、
す
な
わ
ち
こ
れ
天
理
に
し
て
、
外
面
よ
り
一
分
を
添
ふ
る
を
須
ひ
ず
」
（
『
伝
習
録
』
上
）
と
さ
れ
る
。
王
陽
明
か
ら
見
る
と
、

「
心
の
本
体
」
は
純
梓
至
善
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
修
養
功
夫
は
実
に
「
心
の
本
体
」
を
純
粋
化
す
る
過
程
に
外
な
ら
な
い
。
彼
は
「
心

の
本
体
」
を
自
分
の
体
系
の
最
基
本
概
念
と
な
し
、
「
心
の
本
体
」
を
体
認
す
る
の
は
日
減
法
で
実
現
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
は
仏
教
の

影
響
を
受
け
て
も
い
る
が
、
そ
の
中
に
、
王
学
は
自
分
自
身
の
特
徴
を
明
ら
か
に
出
し
て
い
る
。

　
そ
れ
で
は
、
本
論
冒
頭
の
黄
氏
の
論
評
に
戻
っ
て
み
よ
う
。
王
陽
明
の
学
が
成
っ
た
後
の
三
段
階
に
つ
い
て
、
黄
氏
は
、
第
一
段
階

（
貴
陽
龍
場
以
後
）
で
は
「
大
毒
二
心
を
以
っ
て
主
と
為
し
、
発
散
は
、
こ
れ
や
む
を
え
ず
」
と
言
う
。
第
二
段
階
（
江
右
以
後
）
で
は

「
こ
の
知
は
自
か
ら
よ
く
収
敏
し
、
す
べ
か
ら
く
更
に
収
敏
を
主
と
せ
ず
、
こ
の
知
は
自
か
ら
よ
く
発
散
し
、
す
べ
か
ら
く
更
に
発
散
を

期
せ
ず
」
と
言
う
。
第
三
段
階
（
越
に
居
る
）
で
は
、
　
「
口
を
開
い
て
即
ち
本
心
を
得
、
更
に
仮
借
湊
泊
無
く
、
赤
日
空
に
当
っ
て
万
象
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を
す
べ
て
照
ら
す
が
如
し
」
と
言
う
。
こ
の
説
を
参
照
し
な
が
ら
、
王
陽
明
の
修
養
功
夫
中
の
「
明
鏡
論
」
と
「
白
日
論
」
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。
彼
の
功
夫
日
減
法
は
ど
の
よ
う
な
発
展
段
階
を
辿
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
従
来
、
王
陽
明
の
「
明
鏡
論
」
は
彼
の
中
年
の
思
想
と
み
ら
れ
、
こ
の
思
想
は
仏
教
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
徐
愛
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
が

「
心
は
猶
お
鏡
の
如
き
な
り
。
…
…
先
生
の
格
物
は
鏡
を
磨
い
て
こ
れ
を
し
て
明
か
な
ら
し
む
る
が
如
し
」
（
『
伝
習
録
』
上
）
と
言
う
。

王
陽
明
は
聖
人
の
心
を
「
明
鏡
」
と
言
い
、
一
般
の
人
の
心
を
「
昏
鏡
」
と
言
い
、
　
「
歯
鏡
」
は
磨
い
て
か
ら
「
明
鏡
」
に
な
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
り

こ
の
時
、
　
「
明
鏡
」
の
上
に
一
旦
塵
を
見
れ
ば
払
わ
れ
る
。

　
王
陽
明
の
明
鏡
論
、
致
良
知
説
に
つ
い
て
、
岡
田
武
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
「
た
だ
晩
年
の
致
良
知
説
と
中
年
の
明
鏡
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
差
異
を
敢
え
て
対
比
し
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
慧
能
と
神
秀
の
明
鏡
の
差
異
に
似
て
い
る
」
と
。
続
け
て
氏
は
、
「
陽
明
の
明
鏡
論
は
、

要
す
る
に
心
の
内
の
修
業
の
必
要
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
専
ら
そ
れ
を
案
と
す
れ
ば
、
外
、
人
倫
事
物
を
棄
絶
し
て
、
静
寂
虚
無
の
世

界
を
喜
ぶ
虚
蝉
に
陥
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
陽
明
は
そ
れ
を
恐
れ
た
。
し
か
し
、
陽
明
は
明
道
の
語
を
挙
げ
て
、
外
、
道
義
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
内
、
心
体
の
真
を
得
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
し
た
。
陽
明
の
立
場
か
ら
い
え
ば
、
真
に
内
が
正
し
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
、
お
の
ず
か
ら
外
に
発
揚
し
て
内
外
を
貫
く
」
と
説
か
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
王
陽
明
の
明
鏡
論
は
最
初
か
ら
仏
教
と
異
な
り
、
　
「
這
の

点
の
自
由
よ
り
精
察
す
」
（
『
伝
習
録
』
下
）
と
説
く
。
　
「
心
の
本
体
」
の
純
粋
を
説
明
す
る
た
め
、
彼
は
常
に
こ
れ
を
「
米
の
精
白
」
、

「
金
の
足
色
」
、
「
眼
の
明
亮
」
な
ど
と
比
べ
た
。
彼
の
晩
年
に
は
、
更
に
「
心
の
本
体
」
を
「
昭
昭
の
天
」
、
「
青
天
の
日
」
に
た
と
え
て

お
り
、
こ
の
視
点
か
ら
も
彼
の
修
養
功
夫
、
思
想
軌
跡
を
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
は
、
彼
の
晩
年
の
功
夫
を
「
白
日
論
」
と
呼
び

た
い
。

　
王
陽
明
は
獣
心
朱
寅
濠
の
乱
を
平
定
し
た
あ
と
、
賞
を
受
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
逆
に
締
め
だ
さ
れ
、
攻
撃
さ
れ
た
。
従
っ
て
彼
の

思
想
も
大
き
な
変
化
が
発
生
し
た
。
左
に
王
陽
明
の
詩
の
一
部
分
を
抜
粋
し
て
読
ん
で
み
よ
う
。

　
　
　
　
一

　
　
碧
水
丹
山
嘗
旧
的
　
　
　
碧
水
丹
山
　
嘗
て
旧
的
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
青
天
白
日
是
知
心
　
　
　
青
天
白
日
　
是
知
心

　
　
　
　
二
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欲
斬
量
尤
開
白
日

　
還
排
間
闊
拝
重
瞳

　
　
　
三

　
む
　
　
　

　
白
日
高
峰
開
雨
雪

　
青
天
飛
爆
潟
雲
雷

　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　

忽
然
白
日
開
西
峰

長
風
擁
彗
掃
浮
陰

こ
れ
ら
の
詩
は
、

し
ゆ
う

蚤
尤
を
斬
っ
て
白
日
を
開
か
ん
と
欲
す

ま
　
　
し
ょ
う
こ
う
　
ひ
ら

還
た
閻
闊
を
排
き
て
重
瞳
を
拝
せ
ん
と
す

白
日
高
峰
　
雨
雪
を
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
そ

青
天
の
飛
爆
雲
雷
に
潟
ぐ

忽
然
と
し
て
白
日
西
峰
に
開
く

　
　
　
す
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　

長
風
擁
彗
し
て
浮
陰
を
掃
う

　
　
　
　
　
　
　
　
全
部
無
事
濠
の
乱
を
平
定
し
た
後
の
も
の
で
、
こ
の
よ
う
に
雲
を
開
い
て
日
が
出
る
こ
と
を
希
望
す
る
の
は
、
王
陽

明
の
境
遇
と
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
こ
の
よ
う
な
境
遇
よ
り
彼
の
思
想
に
変
化
が
生
れ
た
。
王
陽
明
の
論
説
に
は
、
次
の

よ
う
な
言
葉
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

　
　
問
ふ
、
「
『
叔
孫
・
武
叔
、
仲
尼
を
象
る
』
と
、
大
聖
人
に
し
て
如
何
ぞ
猶
お
殿
諺
を
免
れ
ざ
る
か
」
と
。
先
生
曰
く
、
「
（
中
略
）

　
　
た
と
え
　
　
す
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お

　
　
縦
然
人
都
て
他
（
聖
人
）
を
殿
す
と
も
、
ま
た
他
を
説
き
著
け
ず
。
却
っ
て
浮
雲
の
日
を
扮
う
が
ご
と
く
、
如
何
ぞ
日
の
光
明
を
損

　
　
じ
得
ん
。
…
…
」
と
。
（
『
伝
習
録
』
下
）

　
個
人
と
社
会
の
関
係
、
個
人
の
社
会
中
の
境
遇
は
「
浮
雲
の
日
を
捻
う
が
ご
と
く
」
、
個
人
の
「
自
修
」
を
経
て
、
最
後
に
雲
を
開
い

て
日
が
出
る
よ
う
な
こ
と
だ
け
で
な
く
（
こ
れ
は
王
陽
明
自
身
の
遭
遇
と
同
じ
）
、
自
分
の
思
想
変
化
の
過
程
も
雲
を
駆
っ
て
日
を
見
る

過
程
で
あ
る
。

　
　
女
皇
叔
問
う
、
「
心
に
悪
念
な
き
時
、
こ
の
心
は
空
空
蕩
蕩
な
る
的
な
り
。
知
ら
ず
、
亦
た
須
く
箇
の
善
悪
を
存
す
べ
き
や
否
や
」

　
　
と
。
先
生
曰
く
、
「
既
に
悪
念
を
去
れ
ば
、
便
ち
こ
れ
善
念
に
し
て
、
便
ち
心
の
本
体
に
復
す
。
讐
え
ぼ
日
光
の
雲
来
り
て
遮
蔽
せ

　
　
ら
る
る
が
ご
と
く
、
雲
去
れ
ば
光
已
に
復
す
。
も
し
悪
念
既
に
去
れ
る
に
、
ま
た
箇
の
善
念
を
存
せ
ん
こ
と
を
要
め
ば
、
即
ち
こ
れ

　
　
日
光
の
中
に
一
灯
を
添
え
燃
す
な
り
」
と
。
（
『
伝
習
録
』
下
）

　
人
間
に
お
け
る
区
別
も
天
の
様
々
な
気
象
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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聖
人
の
知
は
、
青
天
の
日
の
如
く
、
賢
人
は
浮
雲
の
天
の
日
の
如
く
、
愚
人
は
垂
球
の
天
の
日
の
如
し
。
昏
明
同
じ
か
ら
ざ
る
こ
と

　
　
有
り
と
難
も
、
そ
の
能
く
黒
白
を
弁
ず
る
は
す
な
わ
ち
一
な
り
。
昏
黒
の
夜
裏
と
難
も
、
亦
た
影
影
に
黒
白
を
見
得
す
る
は
、
就
ち

　
　
こ
れ
日
の
余
光
の
未
だ
尽
き
ざ
る
処
な
り
。
造
面
の
功
夫
は
、
亦
た
只
だ
這
の
点
の
明
か
な
る
処
よ
り
精
察
し
去
く
の
み
。
（
『
伝

　
　
習
録
』
下
）

　
王
陽
明
の
「
白
日
論
」
は
深
い
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
心
の
本
体
」
の
も
つ
光
明
純
粋
と
宏
大
深
遠
を
説
明
し
た
も
の
で
あ

る
。
　
「
明
鏡
論
」
と
「
白
日
論
」
と
の
相
違
に
は
、
王
陽
明
の
修
養
功
夫
と
そ
の
哲
学
思
想
の
発
展
が
見
え
る
。
彼
の
「
明
鏡
論
」
は

「
心
の
本
体
」
の
純
梓
性
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
鏡
と
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
物
体
の
形
影
を
反
映
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

そ
の
時
、
彼
は
学
者
の
、
鏡
の
よ
う
に
「
須
く
先
に
箇
の
明
の
工
夫
有
る
べ
き
」
（
『
伝
習
録
』
上
）
「
心
の
本
体
」
を
明
ら
か
に
し
、
或

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
や

い
は
鏡
の
よ
う
に
「
全
体
螢
微
、
略
も
繊
塵
の
染
着
す
る
な
し
」
（
『
伝
習
録
』
上
）
と
言
い
、
心
を
純
粋
に
す
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ

う
に
い
っ
て
も
、
鏡
と
い
う
と
、
上
に
い
う
通
り
、
物
体
の
形
影
を
反
映
す
る
効
能
に
外
な
ら
な
い
（
最
も
明
る
い
鏡
に
も
か
か
わ
ら
ず
）
。

「
白
日
」
と
い
え
ば
、
「
心
の
本
体
」
は
発
光
体
み
た
い
な
も
の
に
な
り
、
よ
く
自
体
の
光
と
熱
を
放
射
す
る
。
黄
宗
義
の
論
評
と
比
べ

れ
ば
、
共
通
点
が
見
え
る
。
　
「
収
量
を
以
っ
て
主
と
為
し
、
発
散
は
、
こ
れ
や
む
を
え
ず
」
か
ら
「
赤
日
空
に
当
っ
て
万
象
を
す
べ
て
照

ら
す
」
ま
で
の
過
程
と
、
　
「
明
鏡
論
」
か
ら
「
白
日
論
」
ま
で
の
過
程
と
、
本
質
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
王
陽
明

が
描
い
た
人
間
精
神
の
理
想
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
人
々
の
心
は
一
輪
の
「
白
日
」
で
あ
り
、
燃
焼
し
つ
づ
け
て
光
と
熱
と
を
放

射
し
つ
づ
け
、
燃
焼
と
放
射
を
同
時
に
進
め
、
「
吾
が
心
の
良
知
を
事
事
物
物
に
致
す
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
世
界
の
統
一
の
過
程
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
明
る
い
「
心
の
本
体
」
の
光
と
熱
を
放
射
す
る
過
程
も
「
致
良
知
」
の
過
程
で
あ
る
。
王
陽
明
の
臨
終
の
遺
言
は
、

「
こ
の
心
光
明
、
氏
譜
た
何
を
か
言
わ
ん
」
（
『
全
書
』
巻
三
十
四
『
年
譜
』
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
王
陽
明
の
心
境
を
よ
く
説
明
し
た

も
の
と
い
え
る
。

　
王
陽
明
の
思
想
が
主
体
性
の
確
立
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
以
上
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
は
、
未
来
へ
向
か
っ
て

新
し
い
民
族
精
神
を
創
造
す
べ
き
中
国
に
と
っ
て
、
深
い
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
創
造
は
必
ず
こ
れ
ら
の
主
体
性
の
思
想

を
参
考
に
し
、
生
か
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
主
体
性
の
確
立
の
思
想
は
、
一
人
一
人
に
対
し
て
、
現
実
の
問
題
に
積

極
的
に
と
り
く
ん
で
い
く
自
信
を
つ
け
さ
せ
、
物
事
の
根
源
に
立
ち
返
っ
て
、
大
胆
に
思
考
さ
せ
て
い
く
力
を
内
包
し
て
い
る
と
考
え
ら
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れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
い
つ
た
問
題
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

〔
註
〕

（
1
）
　
明
、
清
時
代
の
資
本
主
義
萌
芽
を
め
ぐ
る
討
論
に
つ
い
て
は
、
中
国
の
学
術
界
で
、
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
ま
で
と
八
○
年
代
初
、
二

　
　
　
回
の
大
規
模
な
論
争
が
あ
っ
た
。
当
時
の
出
版
さ
れ
た
次
の
論
文
集
を
参
照
。

　
　
　
　
④
『
中
国
資
本
主
義
萌
芽
問
題
討
論
集
』
中
国
人
民
大
学
中
国
歴
史
教
研
室
編
、
一
九
五
七
年
、
三
囲
書
店
出
版
。

　
　
　
．
⑧
『
中
国
資
本
主
義
萌
芽
問
題
討
論
集
』
　
（
続
集
）
南
京
大
学
中
国
古
代
史
教
禅
室
編
、
一
九
六
〇
年
、
三
業
書
店
出
版
。

　
　
　
　
◎
『
明
清
資
本
主
義
萌
芽
研
究
論
文
集
』
南
京
大
学
歴
史
銀
面
清
史
研
究
室
編
、
一
九
八
一
年
八
月
、
上
海
人
民
出
版
社
。

（
2
）
　
荒
木
見
悟
氏
の
『
陽
明
学
の
展
開
と
仏
教
』
所
収
「
陽
明
学
評
価
の
問
題
」
七
～
八
頁
を
参
照
。
（
研
文
出
版
、
一
九
八
四
年
）

（
3
）
　
回
書
の
二
八
九
頁
を
参
照
。
（
研
文
出
版
、
一
九
九
〇
年
第
一
版
）

（
4
）
　
蒙
培
元
の
『
理
学
的
演
変
』
を
参
照
。

（
5
）
　
崔
大
華
の
『
南
宋
陸
学
』
三
六
頁
。
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
八
四
年
第
一
版
）

（
6
）
（
7
）
　
岡
田
武
彦
氏
の
『
王
陽
明
』
三
三
頁
、
『
シ
リ
ー
ズ
陽
明
学
2
』
明
徳
出
版
社
、
平
成
元
年
版
）

（
8
）
　
『
全
書
』
巻
二
十
の
詩
の
中
、
一
は
「
用
韻
答
伍
汝
真
」
、
二
は
「
元
日
霧
」
、
三
は
「
混
雑
山
開
元
寺
」
、
四
は
「
弘
治
壬
成
嘗
遊
九
華
、
言
忌
陰

　
　
　
霧
、
寛
無
所
賭
、
至
是
正
徳
庚
辰
、
復
往
遊
之
、
風
草
清
朗
、
尽
得
其
勝
、
喜
而
作
歌
」
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。
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